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ハイライト: 

• 特別講演 古びたタイプライター

に秘められた情熱の半生 

• 参加レポート 国際農業者フォー

ラムに参加した櫻井君の報告 

• 赤ちゃん誕生！ インドネシアに

嫁いだ大山真由己さんに赤ちゃん

が誕生しました 

会場 国際製菓専門学校 

神奈川県 

梶本 義人 米１・Ｈ１４ 帰国報告 

私はオレゴン州、フッドリバーのムーアオーチャードで農業研修を行いまし

た。ムーアオーチャードは面積２７０エーカー、梨とリンゴを主に栽培して

います。その他、パッキングハウスを所有しており、貯蔵、出荷まで自分た

ちで行うという大きな会社でした。ムーアオーチャードでの１０ヶ月間、私

はホームステイをしました。その中でアメリカの農業やくらしを通じてアメ

リカ人の物事の考え方など、いろんなことが発見できました。ボスの考え方

は合理的で、仕事振りにも良くあらわれていました。広い農地を 小限の人

数でいかに早く、正確にできるかを、アメリカ人だけではなく働いているメ

キシコ人も考えながら作業を行っていました。生活面でも必ず週に一日は休

日とし、その日は完全に仕事をはなれて趣味のアウトドアーライフを満喫し

ていました。 

私は今、日本で仕事をしながらいつもこの「仕事はより早く、そして正確

に」を思い出し心がけています。アメリカで研修した１年間、自分では成長

したかどうか、まだ実感はありませんが１年前より仕事に自信がついたと思

います。 後にこの１年間に出会った研修生とこれからも情報交換を行い農

業をやっていくヒントを得ていきたいと思います。 

去る７月４日、本会の田中顧問が理事長を務める国際製菓専門学校をお借

りして本年度の帰国報告会と総会、懇親会が開催されました。国際製菓専

門学校は新校舎を立川駅前に落成したばかり、田中顧問と学校関係者のご

厚意により楽しく会合を行うことができました。この場を借りてお礼申し

上げます。 

帰国研修生 

 米２・３７回生   竹岡在史 Klickitat Organics (ワシントン)  
                          Coleman Industries (オレゴン) 
             ① 林 卓磨 Hasegawa Orchard (オレゴン) 
                                              Darlington Farms (ワシントン)  
                         ②   川島正明 Yamada Sons (ワシントン)  
                                              Joe Koida Florist (オレゴン) 
 欧州・Ｈ１４  平和ふみ Farm Schwab Peter (スイス） 

         上田郁恵 Farm Kleiber Thomas (スイス) 
                      ③    北嶋 陽 Risseuw Hans & Joke  
                                              G-Van Brakel (ドイツ) 
 米１・Ｈ１４  梶本芳人 Moore Orchards (オレゴン) 
       ④ 向田 良 Yoshitomi Brothers (オレゴン) 

１ ２ 

３ ４ 
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それは今から半世紀前 

アメリカから持帰ったタイプライター 

「若い時の失敗は取り戻せる」 

何も無くなってしまったり、あきら

めてはいけない。 

平成 16 年度東京ＦＩＡ総会 特別講演 

東京都小平市 

田中 啓介 昭和３２年度アメリカ 

戦後日本社会が自立成長を遂げつつある昭和３０年代、将来の夢の実現

に向け人よりも一歩先んじてそのチャンスを国外に求めた。田中啓介、２

５歳のころであった。福島県会津地方の農村育ちで、旧制専門学校で農業

経済専攻後就農経験を積んだ。その後選考の難関をくぐり抜け派米協会の

農業研修生となり渡米、３年間を異国の地で過ごし苦楽を味わった。しか

しそのアメリカが、後の人生において重要なステージになるとは当時思い

もしなかったことである。半世紀近くたった今日、当時を懐古し称えあう

同胞達にも恵まれた。振り返れば人生におけるたった一瞬の通過点である

かのごときこの３年間が、今の自分を存在せしめる も重要な３年間で

あった、ということをそれぞれがかみしめていることは言うまでもない。 

アメリカから帰国後、母校の大学付属農場（東京・小平）で勤務、農業

研修生としての手腕を発揮する。ところで帰国の際、アメリカから英文タ

イプライターを３０台ほど持ち帰った。当時の日本ではかなりの珍品であ

る。また８mm映写機をアメリカで買い求め自らの農場での作業風景を収め

るなど、一見風変わりな、しかし時代の先見性がすでに露見される行いで

ある。持ち帰ったタイプライターの大半は、あろうことか周辺の者達に持

ち去られるなどのアクシデントに見舞われる始末。しかしこのタイプライ

ターこそが、後の起業（専門学校経営）の契機となっている。 

 

特にビジネス専門学校では、当時高校に進学できなかった若者達を多数入

学させ、彼らを職業人として育て上げていった。できないことができるよ

うになるために、「努力を惜しまない、あきらめない」ことを徹底教育し

た背景には、やはり自らのアメリカでの農業研修で培った経験が生かされ

た。田中教育グループは1986年にエドモンドコミュニティーカレッジ（ワ

シントン州）と、1990年にはオクスナードカレッジと姉妹校提携を結び、

各校は現在に至るまで毎年アメリカへ学生を研修に出させ（1990-1995年

の間に1,500名以上）、文化的交流、語学研修、ボランティア活動などを実

施している。現地でもその活躍ぶりが認められるところとなり、1995年4月

には、日本人で初となるカリフォルニア州議会からの栄誉ある表彰を受け

た。 

一台のタイプライター 

カリフォルニア州議会表彰状 



念願の園芸学校 
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引き続き田中教育グループは、社会に貢献できる人材を輩出する専門学

校としての実績と評価を着実に築きあげていくが、1997年新緑のころ突然

の病気で体調を崩し入院およびリハビリ生活を余儀なくされた。いくつも

の現場を抱え、日頃自らも現場を往来する行動派であるだけに、身体の自由

がきかない状態に打ちのめされる日々が続く。一方で「こんなことで負けて

たまるか。一刻も早く復帰せねば」という気力が心身を支え、人一倍の努力

の結果深刻な後遺症もなく同年夏には現状復帰、記念行事を兼ねて渡米。翌

年にはロサンゼルス市リトル東京に現地法人設立、その後日系商工会理事

就任、南加レストラン協会の設立に関わるなど強靭な回復力を見せていく。 

その気力はどこから生まれてきたのか。持ち前の「絶対にあきらめない」

という信念と自立心もさることながら、復帰の源となった一つが、病室の窓

から見える田畑や緑や大地の風景と、花や野菜の生き生きと成長していく

姿に癒されたことであった。植物を見て心が和み励まされる、意のままにな

らない手足が花の咲くところへと自然に動き出す。リハビリのプログラム

は苦痛の1時間でしかないのに、花のあるところへ移動したり水をやったり

するその5分、10分は何と気分がよく自然と体が動くことか・・・。学校の

庭先で世話をしていたキュウリは「誰が面倒を見てくれるのか」と気にな

り、病室を抜け出しては結実したキュウリを収穫することもあった。 

その闘病から回復の経過の中においても、農業人としての本能的なもの

が身体に大きな影響を及ぼしたものと言える。そして植物から受ける不思

議なエネルギー、人の心身に良い影響をもたらし悪いものが回復する効果、

自らの実体験からヒントを得て「園芸療法」を研究し始めることになる。そ

して、胸の内であたためていた念願の園芸学校を開校するに至ったのであ

る。 

今日にいたるまでの自分は艱難苦行の連続、失敗の連続でもあった。失敗

などがなく別の状況であったら今とは違う人生だったかもしれないが、し

かしその時その状況があったからこそ今の自分を築きあげ成功へと導くこ

とができた。「若い時の失敗は取り戻せる」のである。そしてもちろん様々

な人々の理解・協力・支えがあってこその人生であることを忘れてはならな

い。一つの目標や課題を達成すると次の目標は何かないか、と探す。何も無

くなってしまったり、あきらめてはいけない。自らには次の夢がある。それ

は自分を成長させてくれたものへの恩返しと言えるだろうか。心のよりど

ころ、第2の故郷であるアメリカというステージを抜きにしては考えられな

い。 

講演中の田中顧問 

田中教育グループ 

 

 西東京調理師専門学校 

   TEL:042-344-1521 

 国際製菓専門学校 

   TEL:042-540-8181 

 国際製菓専門学校小平校 

   TEL:042-344-5880 

 国際ビジネス専門学校 

   TEL:042-344-1552 

 ラブニール国際K・Ｈカレッジ 

   TEL:042-346-5881 

 国際園芸セラピー専門学校 

   TEL:042-342-8246 

4月に開校した国際製菓専門学校 
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交流会にも参加しました 
で多くの愛媛県農業者や他県農業者、OBなどの

方たちと、いろいろな話をする事ができまし

た。 

今回、このような、農業者フォーラムに参加

させていただき、本当にありがとうございまし

た。いろいろと自分にとっても勉強になったと

思います。今後、自分の農業などにも、つなげ

ていきたいと思います。 

会場は道後温泉の老舗旅館 
今年２月５日、僕は、愛媛県で行なわれた国際

農業者フォーラムに参加させていただきまし

た。愛媛県に行ったのは初めてで、「まー、２

月でも、関東よりは、暖かいだろ？」なんて、

思いながら、松山に到着しました。ところが

行ってみて一言、寒い。会場に行く途中は、雪

までちらつきました。そんな事を思いながら、

会場である道後温泉、大和屋本店に到着しまし

た。 

今回のフォーラムの目的は、国際化の急速な

進展に対し、産業として自立し得る日本農業の

確立とこれを担う農業者の育成が強く求めら

れている現状に鑑み、農業者の国際交流を活発

化し、企業的農業経営者育成推進を目的として

国際農業者フォーラムを開催し、農業経営の体

質強化の方策、企業的農業経営者としての具備

すべき条件、国際化に対応した我が国農業の在

り方等について農業者レベルで意見交換を行

い、併せて相互理解と国際交流の推進を図るも

のとし、地球を守る環境創造型農業を目指して

というテーマを基にして行なわれた。フォーラ

ムは、２人による基調講演と、フロアーディス

カッションの２部構成で行なわれた。 

基調講演では、初めに、スイス在住の農業

ジャーナリストである兼坂さくら氏による「環

境の庭、スイス～自然に耳を傾けた農業」とい

う題で、パネルディスカッションが行なわれ

た。スイスの農業の現実や、政府の農業への対

応、観光立国スイスと農業経営との関係、EU諸

国との関係、スイスが、農政改革の中で、環境

保全直接所得保障制度を確立し、栽培農家の９

９％が環境にやさしい農法をしているという

実態などが紹介された。 

続いて、愛媛県温泉郡中島町在住の泉精一氏

による、「土着微生物で農の再生・循環農業 自

然農業でレモンとニワトリの同時作」という題

で、パネルディスカッションが行なわれた。講

演では、ミミズが１匹もいなくなったみかん園

から有機農業を始めた経緯、土着の有益微生物

の活用、自然災害での苦労、土をもう一度見直

す時代、泉氏の経緯などを講演した。 

次のフロアーディスカッションでは、基調講

演に対しての質疑応答から始まり、安心、安全

な食物とは何か？これから、農業者が消費者に

積極的に情報を公開していかなければならな

いのではないか？個人だけの力でなく、グルー

プで力を合わせていかなければならないので

は？という話題まで、話し合われました。 

その後は、会場を変え、各テーブルの別れて

夕食を食べながら、交流会となりました。そこ

旭村特産 メロン 

大和屋本店全景 

引用：大和屋 

  http://www.yamatoyahonten.com/ 

「今回、このような、農業者フォーラム

に参加させていただき、本当にありが

とうございました。いろいろと自分に

とっても勉強になったと思います。」 

平成 15 年度国際農業者フォーラム」参加報告 

引用：旭村商工会 

   http://www.asahimura.net/ 

短期農場自習 クレーン アンド クレーン ワシントン州 
作物     リンゴ なし チェリー 
長期農場自習 ノーカル ナーセリー    カリフォルニア州 
作物     イチゴ苗 ラズベリー苗 ブルーベリー 

 現在の状況 実家、茨城県旭村で農業をしています。旭村は、メロン、トマト、イモなどが、  

全国的に有名で産地になっています。その中で、僕の家「櫻井農園」では、メロン、トマトを 

メインとして栽培しています。その他に、いろいろな野菜なども栽培しています。今現在は、 

メロン「アンデスメロン、クインシーなど」の剪定などをしています。収穫は、４月の中旬ぐ 

らいから始まります。その後、メロンが終わると、トマトの収穫に入ります。今後は、いろい 

ろなもの、いろいろな事の挑戦していきたいと思います。ぜひ、茨城、旭村（海の近くです） 

の近くに来たら、遊びにいらしてください。 

櫻井雄一 プロフィール 

茨城県    

櫻井 雄一 米２・３６回生 



本の小学校の交流事業などを行う予定です。

今回古着を送っていただいた方には、古着バ

ザーが一段落し、次回の集荷の詳細も確定す

る9月ごろ報告書を送ることになっています。

そちらも併せてみていただければと思ってい

ます。もちろんこのMLにも報告したいと思っ

ています。ホンジュラスからもこのMLに参加

したいと思っています。今後ともよろしくお

願いします。 

新しい連絡先を書いておきます。もし、中米

まで来る機会がありましたらぜひホンジュラ

スにもお立ち寄りください。マヤ遺跡やカリ

ブ海はほんとに素晴らしいです。色々とあり

がとうございました。行ってきます。 

 

アウソスジャパンホームページ 

    http://www.ausos.org/ 

赤ちゃん誕生！ 

ご協力ありがとうございました 

みなさんへ 

31回生の五十嵐義典です。 

先日も書かせていただきましたが、たくさんの

みなさまのご協力により、無事に今回の古着集

荷活動も終了し5月9日には、40フィートコンテ

ナ2本分の古着をホンジュラスに向けて発送しま

した。通関もチェックが入ったものの無事に通

過し、16日に北海道の苫小牧港を出発し、現

在、韓国釜山を経由しホンジュラス向かってい

ます。ホンジュラスの南に位置するエルサルバ

ドルに陸揚げされ、そこからは陸路でホンジュ

ラスに向かい、6月18日に到着の予定になってい

ます。 
私自身も明日26日に成田よりヒューストン経由

でホンジュラスに向かいます。20日間でコンテ

ナを受け取る手配を整えなくてはいけません。 

今回は1年ほどホンジュラスに滞在する予定で

す。古着バザーを通して、ホンジュラスの小学

校建設やトイレ・水道設置、ホンジュラスと日

ホンジェラスに小学校を ホンジェラス 

五十嵐 義典 米２・３１回生 

メーリングリスト「海外農業研修生ＯＢ情報」に投稿された記事より抜粋しました。 
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古着集荷キャンペーン結果報告 

  集荷総数 ３，８８６箱 

次回古着キャンペーンは秋ごろの予

定です。 

ホンジェラスの子供たち 

インドネシア 

大山真由己 Ｈ６・ハワイ 

第２８号 

大変ご無沙汰しております。 

私は、こちらに来て、１年８ヶ月くらいになり

ますが、子供も産まれ、１日の過ぎるのが早い

毎日過ごしています。すっかり２人そろって親

バカになっています。母親の血が強いらしく、

まったく日本人の赤ちゃんにしかみえません

が、写真送りますので、見てください。 

こちらでは、なかなか考え方の違いには馴染め

ないところもありますが、それなりに生活にも

慣れて、今のところ、日本のホームシックにも

ならず、生活を送っています。懐かしいのは、

新鮮な魚介類を生で食べることと温泉くらいで

す。 

 

私も研修に参加したおかげで今の自分があるわ

けです。今は、協会のことについて何も手伝う

ことはできませんが、メーリングリストを通し

て、少しでも、 

協会、ＯＢと繋がっていたいという気持ちがあ

ります。 
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平成 15 年度決算報告 

科  目                       決算額          予算額    差異                           備考 

＜前期繰越金＞                                                       

現金                            259,132    259,132                              

普通貯金１                     739,462    739,462                             

普通預金２                              0        0                            国際農業交流推進基金 

普通預金３                     148,097    148,097                            アグリフォーラム残金 

定期貯金                       599,295     599,295                  

前期繰越金合計          1,745,986  1,745,986                            

＜収入の部＞                                                           

入会金                             9,000      30,000      -21,000                          3,000円×3名 

会  費                          276,000    240,000        36,000                         3,000円×92名 

受験料                          120,000    100,000        20,000                         10,000円×12名 

寄付金                          120,000             0      120,000                          本間９万円、伊藤、田中、植木各１万円 

雑収入                            42,846      30,000                             利子、アグリフォーラム広告代 

小計                          567,846    400,000      167,846                    

推進基金勘定                 249,203     249,182              21               預金取崩 

当期収入合計               817,049    649,182      167,867                    

＜支出の部＞                                                           

正会員費                       100,000      100,000             0                国際農業者交流協会会費 

会議費                            21,812     100,000      -78,188                  会場費等 

通信費                            56,132       40,000       16,132                   切手、はがき代等 

事務費                            13,865       20,000       -6,135                   ファイル、封筒代等 

選考費                            16,600       20,000       -3,400                   会場費、謝金等 

活動費                           464,185     450,000       14,185                  内訳表参照 

雑  費                                    0      20,000      -20,000                  慶弔金等 

小計                          672,594     750,000      -77,406                   

基金拠出金                    250,000      250,000                0                推進基金へ 

当期支出合計               922,594   1,000,000      -77,406                  

収  支                        -105,545    -350,818                            

＜次期繰越＞                                                           

現金                             110,741      100,000                 

普通貯金１                     739,493       504,961                          31円 （平成15年度分の利子） 

普通預金３                     178,097       178,097                          アグリフォーラム残金 

定期貯金                       612,110       612,110                          112,110円（平成15年度末までの利子） 

次期繰越金合計          1,640,441    1,395,168                           

正味財産合計               1,640,441    1,395,168                           

自主事業                         

期日          項目                                             場所                                             参加者 

6月1日       役員会                                          国際農業者交流協会事務所           11名 

6月14日      平成15年度総会、帰国報告会         オリンピックセンター                       22名 

6月14日      役員会                                          オリンピックセンター                       10名 

７月２３日    役員会                                          国際農業者交流協会事務所           ７名 

8月29日      研修生選考会                               大田区産業文化センター                本間会長他３名 

11月8日      ハーベストパーティー                     石坂ファーム                                27名 

12月11日    サンクスパーティー                        ナバホコヨーテ                              22名 

12月11日    役員会                                          ナバホコヨーテ                              7名 

2月22日      研修生壮行会                               アルカディア市ヶ谷                        24名 

2月22日      役員会                                          アルカディア市ヶ谷                        11名 

 

交流協会など参加行事                       

期日          項目                                             場所                                             参加者 

6月17日      組織会長会議                                                      本間会長 

8月31日      新潟県組織50周年                                               本間会長 

9月17日      神奈川県組織50周年                                            村田副会長 

10月29日    山梨県営農研究会                                               安田副会長 

1月21日      畜産シンポジウム                          熊本市産業文化会館                     加藤真紀会員 

1月30日      群馬県組織50周年                        前橋テルサ                                   本間会長 

2月5日       国際農業者フォーラム                    愛媛県松山市                               本間会長、櫻井会員 

2月29日      欧州、米1、ハワイ研修生壮行会      オリンピックセンター                       村田副会長 

3月2日       米1、ハワイ研修生帰国解散式        日本青年館                                   － 

3月9日       交流協会総会                               日本青年館                                   本間会長 

3月26日      欧州研修生帰国解散式                  日本青年館                                   村田副会長 

東京ＦＩＡニュース 

期日        項目                     金額     

6/17        会長会議                        6,000 

8/31         新潟県50周年            27,940 

9/17         神奈川県50周年         10,000 

10/29       営農研究会                18,190 

1/30        群馬県50周年               8,780 

1/21        畜産シンポジウム         29,720 

 2/5         国際農業者フォーラム  90,100 

6/14        総会・帰国報告会         44,170 

11/8        ハーベストパーティー    48,732 

12/11       サンクスパーティー       14,150 

2/22        講演会・壮行会            166,403 

    合計                               464,185 

平成 15 年度事業算報告 

15 年度活動費内訳      

帰国報告に聞き入る参加者 
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平成 16 年度予算 

東京ＦＩＡニュース 

科  目                       予算額       １５年度決算額     差異                   備   考 

＜前期繰越金＞                                                    

現金                             110,741       259,132                        

普通貯金１                     739,493       739,462                        

普通預金３                              0       148,097                       アグリフォーラム残金 

定期貯金                                0       599,295                        

前期繰越金合計            850,234    1,745,986                         

＜収入の部＞                                                       

入会金                            15,000          9,000             6,000           3,000円×5名 

会  費                          285,000       276,000            9,000           3,000円×95名 

受験料                          100,000       120,000         -20,000           10,000円×10名 

寄付金                                   0       120,000        -120,000                           

雑収入                            30,000         42,846                       アセアン受入、利子 

小計                            430,000       567,846         997,846            

定期貯金                        612,110               0         612,110           満期解約→新規定期５０万円 

普通預金３                      178,097               0         178,097           郵貯に一本化 

推進基金勘定                          0      249,203        -249,203                           

当期収入合計             1,220,207       817,049         403,158            

＜支出の部＞                                                       

正会員費                        100,000      100,000                  0           国際農業者交流協会 

会議費                             30,000        21,812             8,188          会場費等 

通信費                             50,000        56,132            -6,132         切手、はがき代等 

事務費                             20,000        13,865              6,135               ファイル、封筒代等 

選考費                             15,000        16,600            -1,600               会場費、謝金等 

活動費＊                                              500,000      464,185            35,815               内訳表参照 

基金拠出金                       50,000      250,000         -200,000               推進基金へ 

雑  費                             30,000               0            30,000               慶弔金等 

当期支出合計                795,000      922,594        -127,594                          

収  支                           425,207    -105,545                        

＜次期繰越＞                                                       

現金                                50,000       110,741                       

普通貯金１                       725,441      739,493                       

普通預金３                                0      178,097                      全額郵貯へ 

定期貯金                         500,000      612,110                      １６年度新規契約 

次期繰越金合計            1,275,441    1,640,441                       

正味財産合計                1,275,441    1,640,441                       

自主事業 

期日          項目                               場所                            

7月4日       平成16年度総会、帰国報告会         国際製菓専門学校        

8月31日     研修生選考会                               大田区区民センター 

10月24日    ハーベストパーティー                     高杉農場（立川市）        

12月9日     サンクスパーティー                        新橋            

2月13日     研修生壮行会                               オリンピックセンター       

                                         

交流協会ほか参加予定行事                                         

期日          項目                               場所                           参加者 

6月2日       海外派遣推進事業委員会                                               村田副会長 

6月15日     組織会長会議                               日本青年館                 本間会長、村田副会長 

6月16日     交流協会総会                        日本青年館                 本間会長 

6月26日     米２研修生壮行会                                      村田副会長 

6月27日     米２研修生帰国解散式                                村田副会長 

１月末        畜産シンポジウム、営農研究会       栃木県                       未定 

2月28日     欧州、米1、ハワイ研修生壮行会      オリンピックセンター      未定 

3月2日       米1、ハワイ研修生帰国解散式        日本青年館                 未定 

３月           交流協会総会                        日本青年館                 未定 

3月25日     欧州研修生帰国解散式           日本青年館                 未定 

3月28日     国際農業者フォーラム                    愛知県                       未定 

                                         

役員会                                      

期日          項目                     場所          参加者 

5月27日     役員会                 フラワーメモリー会議室  9名 

7月4日       役員会                 国際製菓専門学校         

以降随時開催 

平成 1 6 年度事業計画 

期日        項目                          予算額 

6月15日   組織会長会議                               11,000 

7月4日     平成16年度総会、帰国報告会         50,000 

10月24日  ハーベストパーティー                      30,000 

12月9日   サンクスパーティー                        30,000 

2月13日   研修生壮行会                               50,000 

１月末      畜産シンポジウム、営農研究会       80,000 

3月28日   国際農業者フォーラム                   100,000 

         組織充実                        100,000 

         予備費                             49,000 

         合計                              500,000 

16 年度活動費予算内訳   

メキシコ料理に舌づつみ！ 
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◇価値◇ －こだわりへの変化読もう－ 

ちょっと前までは知り合いに物を贈る時、高価な品であろうと「粗品」と書いた。今で

は土産やプレゼントを贈る際には、とてもおいしいからとか、自分で気に入ったからイ

ンターネットや産直で買ったとか、きっと喜んでもらえると思ってとか、必ず物語とこ

だわりをアピールするようになった。 

食べ物は、まず仏壇にお供えしてから頂いたが、今では欧米式に贈り主の前で開き、喜

びを分かち合うようになった。物余りとなった現在は、粗品はバザーに出しても評価さ

れず、ごみの山として嫌われる。それだけに人々はその商品に価値を求め、価値あると

認められたものはさらに人気を得る。硬い物をかむことができない若者や、ナイフの使

えない不器用な子どもたちが生きる社会は、当然大きくスピードを持って変化する。明

けても暮れても同じおかずしか並ばない「ばっか飯」で育ったわれわれの年代ですら、

今や胃袋が小さくなり、いろいろなおいしい物を少し食べられれば幸せである。どんな

ささいな物にもすてきさと価値を認めた時、至福の喜びを感じファンになる。 

地方色豊かなこだわりの逸品や、優れた産直品が携帯電話や通販でいとも簡単に繰り返

し手にできる時代では、卸売価格が急落している魚沼産「コシヒカリ」のように、普遍

的評価のあつたブランド品でも変化が出くる。偽物やばらつきがあったり、米の不作と

人気に乗じ問屋が思惑買いをし、値段をつり上げたり、他産地のものと大差がない割に

割高感を感じた時、消費者の心は素早く離れていってしまう。 

時代の変化が読め、消費者の目線を産地づくりに反映してくれる専属コーディネーター

や仲卸業者との契約を図ったり、異業種ながら成功した人の話を聞き指導を受けるな

ど、発想の転換を行うことが必要だ。さらに、昨今の安全が保証されない車はのしを付

けても、もらい手がないように、安全と安心を一番に提供することが、殺伐とした時代

を生きなければならない現代人への 大の贈り物となる。 

ベストフーズ 社長 本間惇 
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スクラップブック 

東京ＦＩＡニュース 

編 集     神奈川県 

足達 聡 米２・３１回生 

本間 惇 ＦＩＡ会長  コンパス 日本農業新聞 2004/07/13 

◇越えにくい国産品質の壁◇ 

今年は、米国産サクランボ輸入の出足が早かった。４月２４日には初荷が届き、５月の

大型連休には店頭に並んだ。 

先日、カリフォルニア州の産地を見てきた。今シーズンは好天に恵まれ、出荷ペースが

前年より１週間から１０日早い、ただしその分、切り上がりが早まる可能性もある。小

売店は現在、初夏の目玉商品として米国産の販売に力を入れている。サクランボを好き

な人が多いことや、輸入果実としては季節性があることを背景に、若者を中心にに人気

を得ている。だが例年、６月には販売苦戦となり、大衆向けサクランポ販売の主役を国

産露地物に明け渡す。比較的、性質が国産に近い「レｲニア」種が出ている時期にもかか

わらずである。 

実は、米国では６月がサクランボの旬と位置付けられている。輸入業者として、米国産

と国産サクランボは、別物だと考えている。日本の消費者は、やはり高品質な国産を好

む。品質面で国産と肩を並べられる米国産は、ほんの一握りだ。当社が扱うワシントン

州「ジー・ウィズ」ブランドの「レイニア」種は反射マルチを使うなど高品質限定生産

に取り組んでいる。現地の農家が苦労を重ね、２０年近くかかって日本の顧客の評価を

得たが、簡単には増産できないのが現実だ。米国では早生種が多いカリフォルニア州南

部で日本や東南アジアへの輸出を狙った生産増が進んでいる。来年以降も、５月連休ご

ろから、販売が本格化すろ公算が強いが、消費者が大衆果実としてサクランボを楽しめ

る期間が延びることをプラスにとらえたい。 

ＩＰＭ西本取締役営業部長 岡添裕章 

岡添 裕章 米２・１４回生 潜望鏡 日本農業新聞 2004/07/13 

ＩＰＭ西本株式会社 

〒105-0014 

東京都港区芝2丁目28番8号 

芝2丁目ビル10階  
http://www.ipm.co.jp/ 

株式会社ベストフーズ 

〒157-0074 

東京都世田谷区大蔵1-4-1-113 
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東京ＦＩＡニュース 

五月の連休は夏野菜の植えつけ時期。今年もほぼ畑の作付けが終わり、早くもじゃが

芋が花を咲かせている。今年は春の訪れが早いからと、じゃが芋を少し早めに植えつ

けた。毎年二十アールを植えつけるのだが、ここ何年かは普段から畑に来てくれる方

を誘って、自分の誕生日煩を「じゃが芋植えつけ祭」にしてしまっている。耕運機で

溝を掘り、推肥を撒き、少し上をかぷせ、種芋を置いて、さらに土をかぷせていく。 

今年は初めての方も加わって、二十四名での作業となった。朝九時にポツリボツリと

人が集まり始めた。気がつくと、いつの間にか友人が受付係をしてくれている。あま

りたくさんになると名前が分からなくなるからと、友人の提案で、皆に布ガムテープ

で名札を書いて張ってもらうことになった。たくさんの方が来られると、舞い上が

り、バタバタしてしまう私をよく知る友人は、ぱっぱとガムテープ十センチの長さに

切り分けて書きやすいように板に張り、来た人から順に書けるようにしてくれた。そ

れを皆、服や帽子に張り付けてから作業に入る。名札を付けることによって、初対面

でも気軽にお友達になれる。植えつけの仕方は、大きい紙に絵で書き、畑の横に停め

た車に張つておいた。 

今でこそ、イペントの段取りが少しは出来るようになってきた。しかし実際、私はた

だ駆けずり回っているだけで、冷静な友人たちが仕切っているようなもの。それを証

明するかのように、「弥生さん、落ち着いて！」と叫ぶ声が何度も耳に入ってくる。

聞こえてはいるものの、パニック状態の私には、ただ笑うことしかできない。そんな

私を見て、皆は「弥生さん、あかんわ。自分がしっかりするしかない！」と思ってい

るのかな？すごいじゃん、私って！こうして頼りない農場主は、またまた進歩する

チャンスを逃していくのであった。しかも自分の誕生日に人を集めるなんて、なんと

ずうずうしいこと！自分で自分にあきれてしまう。 

お昼には、料理上手な方に、キムチチゲやおにぎりをこさえてもらい、畑で輪になっ

て自己紹介をしながらぱくぱく食ペる。これが一番の楽しみだ。いろんな人の夢を聞

きながら食ベるのは、格別に美味しい。農業を目指す学生、農大生に混じって、サラ

リーマンの方、料理や芸術を目指す方たちがつどう。ほとんどの方が、この農場に興

味を持って、一人で一歩を踏み出して訪ねて来てくれた。それが今では、今日は誰か

来ているかなな？と畑で人と会うことを楽しみにして来てくれる。もちろん私も、毎

日どなたが来てくれるのか楽しみでならない。 

そもそも、畑でのイベントの始まりを思い起こしてみると、あまりに自然な流れだっ

たように思う。まだきちんとした技術を持っていない私の畑に、足を運んでくださる

方々。もともと農家でない私は、素人といってもいいほど。なのになぜ来てくれるん

だろうと考えてみたりもする。「風の畑」という農場名の由来は、いろんな方に畑へ

来てもらい、それぞれに風を作り、その風を畑から外へ吹かせていって欲しいという

思いから。体験施設ではなくて、一人一人違う角度から見て畑をただ純粋に楽しんで

もらいたい。 皆の手によって植えつけられたじゃが芋君たちか、七夕の頃再びハー

ペストバーティとして、賑やか一日が来る事を持っている。一番待ち遠しいのは、

じゃか芋君たちじゃなくて、私かな？ 

安田 弥生 ＦＩＡ副会長 ルンルン通信 ② 農村報知新聞 2004/05/18 

お陰様で大成功！ 

じゃが芋植えつけ祭り 

風の畑には、いろんな人が 

いろんな風を運んできます 

ＯＢの新聞記事を集めました 

好評連載中！！ 
農業報知新聞 ルンルン通信 fron 風の畑 

http://www.nouson-houchi.com/column/runrun/ 
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毎年恒例「秋のハーベストパー

ティー」を今年は10月24日（日）に

高杉さんの農場（立川市）をお借り

して開催いたします。OB・OGの農

場で開催するパーティーも今年で４

回目を向かえ、年々趣向を凝らした

料理、イベントでますますパワー

アップしています。会員の皆様のご

参加を心よりお待ちしています。 

＊詳細は、あらためてご案内いたし

ます。 
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ご案内 

東京ＦＩＡニュース 

２月の壮行会で講演していただいた清野さん

から「コーヒーの種」をいただきました。東

京でも十分育てられるそうです。清野さんが

丹精込めて作り上げたトラジャ農園の魂がこ

もったコーヒーを育ててみませんか？ 

コーヒーを育てよう！ 

ブルーベリー狩り 

日野市百草の石坂ファーム・ハウス

では、8月いっぱいブルーベリー狩り

が楽しめます。期間中は無休で開園

しています。ブルーベリーのほか夏

野菜なども販売しています。東京の

里山「石坂ファーム・ハウス」でひ

と時の憩いを満喫しましょう。 

期間：8月いっぱい 

入場時間：8時～11時 

入園料：無料 

ブルーベリー：2,000円/１ｋｇ 

連絡先：042-591-6477 

住所：東京都日野市百草671 

必ず電話予約をお願いいたします。 

「コーヒーの種」ご希望の方 

送付先をご連絡下さい 

TEL：03-3477-0870 

FAX：03-3496-3989 

E-mail：fm@owl1.owls.co.jp 

フラワーメモリー 村田正 

新潟・福井災害義援金 

◆義援金名称 「新潟県梅雨前線豪雨被害義援金」 

◆募集期間  平成１６年 ７月１４日（水）～平成１６年１０月１３日（水） 

◆義援金受入口座 郵便振替口座 名義 日本赤十字社新潟県支部   

                 口座番号 「００６５０－６－１０５０」 

                 ・通信欄に「新潟県梅雨前線豪雨被害」とご明記ください。 

◆義援金名称 「福井豪雨災害義援金」 

◆募集期間   平成１６年 ７月２０日（火）～平成１６年 ８月３１日（火） 

◆義援金受入口座 郵便振替口座 名義 日本赤十字社福井県支部  

                 口座番号 「００７７０－６－２０００」 
                 ・通信欄に「福井豪雨災害義援金」とご明記ください。 

日本赤十字社 
今回の水害で新潟、福井のOB・

OGにも被害が出ました。 

豪雨被災地の復興にご協力をお

願いします。 

八ヶ岳講習が平成1５年度をもって終了とな

りました。早藤所長（神奈川/S52/米2）への

感謝の意味を込めて、「早藤義則所長お疲れ

様パーティー」が有志により開催されます。

皆様ご参加お願いいたします。 

日時：１０月１６日（土）１７時より  

場所：日本青年館（東京・霞ヶ丘）  

参加費：5,000円  宿泊費：7,150円 

連絡先：042-591-6477 

        E-mail:m671hof@m2.hinocatv.ne.jp 

    発起人 石坂亜紀 

ハーベストパーティーのご案内 早藤義則所長お疲れ様パーティー 

石坂ファーム・ハウス 

テレビ放映があります！ 

８月４日16:55～18:59 
テレビ朝日「スーパーＪチャ

ンネル」内コーナーにて放映

予定です。 

石坂ファーム・ハウス 

＊郵便局窓口での取扱いの場合は振替手数料は免除されます  


